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日常診療で思わず「なんじゃこりゃ？」と
つぶやく瞬間はないだろうか。好評を博した
第 1，2 弾に続き，このたび「なんじゃこ
りゃ？ Part 3」のプランナーを務めさせていた
だいた。本企画の実現にあたり，Co-Planner
の樫田博史先生，栗林志行先生，Coordinator
の赤松泰次先生，病理 Planner の根本哲生先
生，石田和之先生には多大なるご尽力を賜り，
深く御礼申し上げる。今回も全国から想像を
軽々と超える症例が多数寄せられ，編集作業
はまさに「極上の謎解き体験」であった。

誌面には驚きの光景が広がっている。川田
論文の食道に嵌まり込んだ「総入れ歯」や，
山田論文の十二指腸潰瘍の底で蜷局を巻く
「TAE 後コイル」，塩谷論文の総胆管結石の核
となった「ペッツ」など，病歴と画像が結び
ついた瞬間の驚きは計り知れない。また，落
合論文の熱いコーヒーを勢いよく飲み込んだ
ことによる「食道血腫」など，日常に潜む意
外な病態も大いに教訓となる。
さらに，送気による胃壁の伸縮で病変が出

現・消退する堀尾論文の「胃粘膜の虚血性変
化」や，喉頭展開下で可動性のある腫瘍を捉
えた竹内論文の「咽頭のひょろ長い隆起」な
ど，静止画の枠を超えたダイナミックな動画
付き症例も多数収録されている。下部消化管
や他臓器においても，中村論文のアメーバ性
大腸炎が呈する特有の潰瘍や，松本論文のク
ラミジア直腸炎による「イクラ状粘膜」，申論
文の VHL 病に伴う膵全体を占める多数の嚢
胞など，バリエーションに富んだ症例が並ぶ。
腫瘍性病変の鑑別も特筆すべき点である。

鳴海論文の食道無色素性悪性黒色腫や宮口論
文の食道癌肉腫，川越論文のきわめて稀な痔
瘻癌など，一見しただけでは診断に窮する難解
な病変の数々が，各エキスパートの鮮やかな推
論によって紐解かれていく過程は圧巻である。

本企画の真骨頂は，恒例の「クイズ形式」
にある。まずは表の画像と臨床情報から鑑別
疾患を絞り込み，自分なりの答えを出してか
ら裏の解説へ進んでいただきたい。稀少疾患
や非典型的な病変を誌面で「疑似体験」し，
記憶の引き出しを増やしておくことは，未知
の病変に遭遇した際の「臨床力」に必ず直結
するはずである。

貴重な症例をご執筆いただいた先生方に心
より感謝申し上げる。本特集が，明日からの
内視鏡診療における頼れるアトラスとして，
また知的好奇心を刺激する一冊として役立つ
ことを願ってやまない。

（静岡医療センター消化器内科　松田浩二）
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